












【方法】研究対象は，A 看護大学の 1 年次学生 166 名であった。授業の前後に質問
紙で，学生の基本的コミュニケーション行動を調査した。分析方法は，統計ソフ
ト SPSS を用い，探索的統計を行った。
【結果】研究承諾の得られた 166 名に質問用紙を配布し，166 名回答（回収率
100％・有効回答率 100％）を分析の対象とした。基本的コミュニケーション尺度
のα係数は，0.76 ～ 0.85 と高い値を示し，信頼性が担保された。授業実施前の値




































































































































































































































































































































果， 値 は 2.07（MAX 3，MIN 1，SD 0.51）
と低値であった。実習に対する期待感について
は，4.01（MAX 5，MIN 2，SD 0.77） と 高
値であったが，実習に対する自信は，2.37（MAX 
5，MIN 1，SD 0.77）と低値であり，実習に














　 無回答 最小値 最大値 平均値 標準偏差
年齢 2 18 22 18.69 0.56
　 　 　　　人 　　　％ 平均値 標準偏差 演習前の基本的コミュ値
性別 女性 146 88
p ＝ 0.752 n.s男性 18 11
　 無回答 2 1 　 　
家族 核家族 117 70
p ＝ 0.044*拡大家族 45 27
無回答 4 2
高齢者との同居の有無 あり 53 32 　 　
p ＝ 0.179 n.sなし 113 68
　 無回答 0 0 　 　
患者役を演じることへの自信 0 1 3 2.07 0.51 
実習に対する期待 0 2 5 4.01 0.77 
実習に対する自信 0 1 5 2.37 0.77 
実習に対する不安 0 2 5 4.68 0.53 　














前 3.78（SD 0.04）， 実 施 後 3.97（SD 0.05）















　 　 介入前 Cronbach'sα係数 介入後
Cronbach's
α係数 ｐ値
基本的コミュニケーション総合値 103.5 0.84 109.5 0.82
***
第１因子 状況に合った行動 3.93 0.78 4.14 0.78
第２因子 かかわり行動 4.13 0.79 4.40 0.85
第３因子 集団への参加 3.78 0.76 3.97 0.77
第４因子 人への関心 4.03 0.79 4.36 0.79
　 介入前 介入後 t 値 p 値
状況に合った行動
適切な語彙を使っていますか 3.77 4.11 5.208 0.000 ***
話の流れに沿った質問をしていますか 3.94 4.04 1.148 0.253 n.s.
相手に分かりやすい言葉で伝えていますか 3.80 4.12 3.700 0.000 ***
誰が，いつ，どこで，何をなぜ，どのようになど具体的に伝えていますか 3.47 3.66 2.139 0.034 *
相手の立場を配慮した発言ができていますか 4.14 4.27 1.613 0.109 n.s.
他者の許可が必要かどうかの判断を的確にできますか 3.91 4.00 1.041 0.299 n.s.
目上の人と話すとき，敬語を適切に使えますか 4.34 4.61 3.815 0.000 ***
相手に待ってもらう時に，「お待ちください」といえますか 4.09 4.28 1.793 0.075 n.s.
かかわり行動
相手の表情に合わせて，自分の表情を変えることができますか 4.20 4.46 3.007 0.003 **
身振り手振りを話の中に効果的に取り入れていますか 3.98 4.06 0.726 0.468 n.s.
人の話を聞くときは適切なタイミングで頷いていますか 4.35 4.62 3.628 0.000 ***
話をするとき，内容に合わせた声の抑揚をつけていますか 3.98 4.23 2.726 0.007 **
「へー」「そうなんですか」といった心のこもった相槌をしていますか 4.14 4.39 2.651 0.009 **
相手と意見が違っても最後まで話を聞いていますか 4.24 4.52 3.240 0.001 ***
他の人の意見を尊重できますか 4.28 4.55 3.707 0.000 ***
自分の思いを表情で相手に伝えることができますか 3.85 4.14 2.822 0.005 **
集団への参加
必要なときにはリーダーの役割を果たせますか 3.53 3.68 1.307 0.193 n.s.
集団の中での自分の役割を認識できますか 3.91 4.02 3.170 0.002 **
他者と協力して集団の課題に取り組むことができますか 4.32 4.44 1.505 0.134 n.s.
集団の中で，自分の主張ができますか 3.67 4.03 3.205 0.002 **
相手に聞こえるようなはっきりした声で話していますか 4.09 4.14 0.494 0.621 n.s.
集団の中で不安を感じませんか（感じることがありますか） 3.15 3.55 0.177 0.001 ***
人への関心相手の話に集中して聞いていますか 4.25 4.49 3.057 0.003 **
人の話を聞いていると自信を持っていえますか 3.48 3.90 3.871 0.000 ***
自分から進んで挨拶をしますか 4.22 4.52 3.486 0.001 ***
自分と関係のないことであっても，耳をかたむけていますか 4.17 4.53 4.296 0.000 ***






























































　 状況に合った行動 かかわり行動 集団への参加 人への関心
状況に合った行動 1
かかわり行動 0.536**　 1
集団への参加 0.571**　 0.586**　 1
人への関心 0.550**　 0.474**　 0.588**　 1
Pearson相関係数   ** : p<0.01（両側）
　 後状況に合った行動 後かかわり行動 後集団への参加 後人への関心
後状況に合った行動 1
後かかわり行動 0.529**　 1
後集団への参加 0.704**　 0.535**　 1
後人への関心 0.657**　 0.470**　 0.664**　 1
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Abstract
【Purpose】To promote students’ practical communication learning prior to clinical training in the basic 
nursing course, we held a simulated patient （SP）-based preclinical training session. Subsequently, we 
quantitatively evaluated students’ basic communication skills to clarify the outcomes of such training for 
improvement.
【Methods】We studied 166 first-year students of a nursing university. Their basic communication skills 
were evaluated before and after SP-based preclinical training using a questionnaire. For data analysis, we 
used the statistical software SPSS, adopting an exploratory statistical method.
【Results】We distributed a questionnaire to 166 students who consented to cooperate, and obtained 166 
responses （response and valid rates: 100%） for analysis. The alpha-coefficient was generally high at 0.76　
to 0.85, confirming the sufficient reliability of the questionnaire to measure basic communication skills.The 
students’ mean scores before and after SP-based preclinical training were 103.5 and 109.5, respectively, 
and the t-test results revealed marked improvements in their basic communication skills. On examining the 
relationships among the questionnaire subscales, a significant correlation （r=0.704） between “adopting 
appropriate behavior according to the situation” and “participating in group activities” was observed. 
【Conclusion】Simulated patient （SP）-based preclinical training did not use detailed scenarios to allow the 
SP to act freely to some extent. The improvements in the students’ basic communication skills support the 
significance of our training method. Their communication skills requiring autonomy remained unchanged, 
but their skills for supportive communication, such as attentively listening to patients and giving appropriate 
responses with respect for them, improved. The significant correlation between “adopting appropriate 
behavior according to the situation” and “participating in group activities” indicates the necessity of further 
improving educational approaches in these areas. 
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